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索引用語 i十二指腸乳頭部癌,腺扁平上皮癌

I. は じめに

1981年 4月 胆道癌取扱い規約により,乳 頭部癌の外

科取扱い規約が定まり,乳 頭部癌についての各方面か

らの検討がなされている.そ の組織型は高分化型の腺

癌が多 く,解 胆道癌に比べ,予 後良好な傾向を示す報

告が多いll―。.

われわれは最近,乳 頭部の腺扁平上皮癌を経験 した

ので, これを報告 し,若 子の考察を試みた。

II.症   例

症plj:吉○三〇,59歳 ,男 性.

主訴 :黄疸.

既往歴 ・家族歴 :特記すべきことなし,

現病歴 :1982年 5月 中旬より黄疸出現.次 第に増強

したため,近 医受診.当 科紹介され 6月 23日入院.

入院時所見 :体格 。栄養中等度.眼 険結膜に軽度貧

血.眼 球結膜に高度黄疸を認める。触診上.肝 は 1横

指触知,陣 腎は触知せず。

血液検査所見 :WBC 14.2× 103/HIIn3,RBC 3.49×

106/mm3,Hb ll.3g/dl,Hct 33 6%, Pit 18.6× 103/

mm3,GOT 82mU/ml,GPT 48mU/ml,LDH 180mU/

ml,Al‐p561mU/ml,TP5.6g/dl,Alb 3.4g/dl,T‐ Bil

18.9mg/dl,D‐ Bil 10,4mg/dl,LAP 752G.R.U.γ ‐GTP

1691U/′,Na 141mEq/′ ,K3.6mEq/′ ,Cl 104mEq/′ .

尿検査 所 見 ! B i l ‖, U r o b i l i n o g e n  l . O E h r l i c h 単

位/dl,その他,心 電図,胸 部X線 ,腎 機能などに異常

はなかった,

6月 24日,PTCD施 行,

低緊張性十二指腸造影および PTCD造 影 :乳頭部

に一致して,4cm大 の腫瘤陰影がみられ,総 胆管 ・肝

内胆管の拡張,胆 管末端部にU字 型狭窄を認める。

内視鏡所見 t乳頭部に一致して,Bbrrmann 2型 の

腫瘤を認め る。 3カ 所 よ り生検 を行 い,も ずヽれ も

tubular formationを示す aden∝arcinomaを 認 め

る。 group V.

腹部超音波検査所見 :胆管 ・胆嚢が拡張し下部胆管

の閉塞が認められる。陣頭部の腫大 ・腫瘤陰影は認め

られない。

血管造影所見 :異常所見なく,pancreatic arcadeも

正常.

以上より,乳 頭部癌 と診断し, 7月 14日手術施行.

手術所見 :正中切開にて開腹する。腹水を認める。

肝 ・腹膜 ・ダグラス笛への転移はない.乳 頭部より膵

頭部にかけて, くるみ大の腫層が存在 し,13・ 12番の

リンパ節腫脹を認める.膵 頭十二指腸切除を行い,

Child変法にて再建する。

摘出標本肉眼所見 :乳頭部に一致 して,腫 瘍の乳頭

状増殖がみられ,そ の中心部に漬瘍を形成していた。

4.5×2.5cmの 腫瘤潰瘍型の癌腫である。nl(十 ),hO,
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図 1 切 除標本

乳頭部に一致して,腫 瘍の予t頭状増殖がみられ,

その中心部に潰瘍がみられる。4.5×2 5cmの 腫瘤

潰瘍型.

pO,panc O,d2,Stage III.絶対治癒切除であった (図

1 ) .

病理組織所見 :異形成の強い癌細胞が乳頭状の増殖

を示す乳頭状腺癌 と, これに接 して,一 部に角化傾向

を伴なう中分化型扁平上皮癌が認められ,腺 痛平上皮

癌 と診断された。扁平上皮癌の部分は,乳 頭部のやや

胆管寄 りに存在し,高 分化型腺癌がそれを取 り囲むよ

うにしていた.両 者の相接する部位では,一 部に移行

像が存在した。また,麻 管内には腫瘍塞栓を形成して

いた。転移 リンパ節は腺癌であった (図2, 3).

術後経過は順調で, 8月 14日退院したが,1983年 2
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図 2 病 理組織像

高分化乳頭状腺癌の部分に接して,一 部に角化傾

向のある扁平上皮癌を認める.

月 2日 ,黄 疸 ・全身俗怠感著明となり再入院,肝 転移

により2月 11日,術 後わずか 6カ 月にして死亡 した,

III.考   察

1976年から1981年の 日本病理剖検報報 よ り集計 し

た。消化器腺扁平上皮癌の発生頻度を示す(表 1)。 こ

こでは,乳 頭部は小腸,十 二指腸領域に分類されてい

る。総数では,胆道88例/4,126例2.13%,解60例/4,660

4/1129%の両部位が,際 立って高い発生頻度を示して

いる.乳 頭部を含めた小腸 ・十二指腸では3421/559例

0.54%であり, この3例のうち2例が乳頭部癌であっ

た。十二指腸では極めてまれとする報告のがあり,乳頭

図 3 再 構築した組織標本とシェーマ

扁平上皮癌部分は胆管寄 りにみられ,腺 癌部分が,そ れを取 り囲むように増殖し

ている.陣 管内に腫易塞栓がみられる.



122(2002) 十二指腸字し頭部腺扁平上皮癌の1例 と本邦報告 8例 の検討   日 消外会誌 16巻  11号

部での腺扁平上皮癌の発生頻度は,胆 道・解 より低 く,   る 記載を検討すると, 8例 が見出された的～11)。詳細不

十二指腸より高いものと推察される。

本邦における乳頭部癌に関する文献を検索 したとこ

ろ,乳 頭部腺扁平上皮癌 といった観点からの報告はな

く,乳 頭部に関する文献を収集し,そ の組織型に関す

明なため,今 回,そ れらについて追跡調査 した。なお,

表 2 乳 頭部腺痛平上皮癌の報告

1982.12.

本邦報告例 外霞報告例

報告者

(年)
乳頭部癌 腺痛平上皮癌

報告者

(年)
乳頭部癖 腺扁平上皮痛

田 坂

1977)左
40ゼ利 l例

Lieber

(1940)
222り可 2材刑

富 士

(1977)
1

rarrer

(1975)

世古口

(1979)
2 計 4

官 石

(1981)
3

千大三タ

(1982)
1

計 8

表 3 乳 頭部腺扁平上皮癌の本邦報告8例

表 1 消 化器腺扁平上皮癌の発生頻度

日本病理剖検報報(1976～1981)

発 生 部 位 悪性腫嫁 腺扁平上皮癌 頻度(%)

食 道 2938窃可 17例 0.58

胃 0.47

小陽・十二指陽 (乳頭部) 0 54

大 腸 4992 0.26

肝 9034 0.15

胆 道 4129 2 13

膵 1 29

計 41214 0 64

1982. 12

発表者

(年)

齢

性
術式

大 き さ

(crn)
肉眼型 組 織  型

深達

度

管

裏

脈

侵

十二指陽

浸潤

リ ン パ節

転移

癖

漫潤

腹膜

転移

肝

転移

p e F i n e u r a l
子 後

田 坂

(1977)
PD 40X20 波海

未分化癌細胞がSol組

pattemに浸潤してお

り,一 部 にgianddar

pattem及 び一 部 に

sheet状になり角化を

認めた.

P m
ly(十)

v(十 )
d2 panc I Ho 3ケ月死

宮 士

(1977)
586 PD 3X3 演窮 adenosquamors , ly2 V2

軌

軌
n 2

p a n c  l

p a n c  2
Ho 10月死

世古口

(1979)
P D 13X10 瞳痛潰均

adenoacanthoma.-

fl Sienet ring cellca.
ly2 V2

眺

α
不明

panc l

panc 2
Po Ho 不 明

世古日

(1979)
PD 7×4X3〔 腫癒

adenoaca  papiト

lotubulareを 原 型 と

し,未 分 化(SarcO

matous)な部 分 と,

acanthom atOusな部

分が混在する

姉
①

lyO V3 D。 不明
Panc 0
panc 0

Po Ho 不 明

官 石

(1981)

５７

谷
PD

4 . 0 ×2 . 5

X 3 0
瞳瘤

中分化管状腺癌,一 部

用平上皮癌

P mを

こえる
lyo V0

ら

れ

p a n c  2

p a n c  2
P 0 H。 6 ケ 月死

宮 石

(1981)
PD

3 . O X 3  0

X l _ 8
腫瘍

中～低分化腺癌,一 部

痛平上皮癌

P m を

こえる
γ ly6 V。

幌

眺

p a n c  2

panc 2
Ho 1年 8ケ月死

官 石

(1981)
55む PD

1 2 X 1 0

×0 4
びらん

高～中分化管状腺癌一

部痛平上皮癌
Pm β ly9 V6

Ｄ
ｌ

ｄ
２

panc 0
panc 0

Po Ho 1年11ケ月生

千大三外

(1982)
596 PD 45× 25

高分化型乳頭状腺癌と

中分化型痛平上皮癌

Pm

e d d i

傷まで)

lyo V。
Ｄ
２

軌

panc I

panc 0
Po Ho 6ケ 月死
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検索 しえた欧米文献においては, 4例 の腺扁平上皮癌

がみられた1211ゆ(表2).

本邦における上記の 8例 について検討する (表3).

年齢は49から63歳,平 均58.3歳.全 例男性であった.

年齢は各施設の乳頭部癌症例の報告 とほぼ同様である

が,性 別では,男 女ほぼ同数 としている報告が多いの

と比較 し,興 味深い.

肉眼型は腫瘤型が 3例 ,腫 瘤潰瘍型が 2例 ,漬 瘍型

が 1例 であ り,大 きさは1.2から7.Ocmで あった。

組織型に関しては,各 施設からの回答をそのまま掲

載 した。標本の作成方法,診 断を下す病理学者などに

統一性がなく,一 概には結論づけられないが,傾 向と

しては低分化型腺癌 と,一 部に角化のみられる扁平上

皮癌から構成されているTrllが多いように思われる。一

般に,乳 頭部癌では, よく分化 した腺癌から成る場合

が多 く,腺 扁平上皮癌においてその分化度が低いこと

は,発 生機序および予後 と関連 してくるものと推測さ

れる。

深達度は十二指腸浸潤 とも相関するが,1例 を除き,

いずれもpm以 上,d2と なっている。これは字L頭部で

も腺扁平上皮癌の発生頻度の高い胆道 ・輝に近い領域

より発生している可能性を示唆し,興 味ある所見であ

る.

INFは 24211,β 2例 ,γ 2例 , リンパ管 ・静脈侵

襲の陽性例は 3例 ,陰 性例は 5 Trlである。 リンパ節転

移はno 2例 , n1 3例 , n2 1例 , 膵浸潤は panc 0 3

例,pancl l例 ,panc2 4例 であった。これらについ

ては他の乳頭部癌の報告 と比較 し,特 別な傾向を見出

することはできなかった。全例,腹 膜転移,肝 転移,

perineural invasionなく,陣 頭十二指腸切除術を行っ

ている。

予後をみると, 1年 以上生存例は 2例 , 2年 以上生

存例は 1例 のみである。症例数が少なく累積生存率を

求めることができないため,概 算生存率を出し, これ

を教室の腺扁平上皮癌を除いた乳頭部癌のそれと比較

した。 1年 生存率では,腺 扁平上皮癌は 6例 中 24211

33.3%,教 室では18例中16例88.9%で あった,こ れは,

χ
2検定で 1%の 危険率をもって有意の差があ り,他 施

設 の切除可能であった乳頭部癌 の予後 と比較 して

もの。1め,乳 頭部腺扁平上皮癌は予後の悪いものと推察

される。胆道および陣の腺痛平上皮癌では,予 後不良

であることが報告されてお り。～。1り,比 較的予後の良

いものとされてきた乳頭部癌においても,同 様の傾向

にあることは興味深い.
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扁平上皮癌成分の発生原因としては,既 存腺癌の扁

平上皮化生とする意見が多いが命ω,今 回の調査では,

全体が未分化癌で,そ の一部に腺癌が存在するような

症421もみられ,北 村 らが胃腺扁平上皮癌に関して主張

するように1。,腺癌の分化度,扁平上皮癌部分の分布様

式などにより,既存腺癌由来および未分化細胞由来の,

2種 類の成因があるものと推察する。

IV.結  語

乳頭部腺扁平上皮癌の 1例 を報告 し,本 邦における

本疾患の傾向, とくに予後について言及 した,

1)乳 頭部腺扁平上皮癌の 1例 を報告した。

2)乳 頭部腺扁平上皮癌の発生頻度は,胆 道・陣より

低い。

3)本 邦報告 8例 を集積 し,従 来,比 較的予後良好 と

考えられていた乳頭部癌 と比較 して,腺 扁平上皮癌の

予後はきわめて不良であった。これは,治 療上の重要

性を示唆するものと考えられる。

本論文の要旨は等708回外科集談会において発表した。

稿を終えるに臨み,資料を提供して下さった,九州大学・

田坂健二先生・山口幸二先生,国 立津病院・世古日務先生,

出口大学 ・富士 匡 先生,高 知医科大学・荒木京二郎先生,

岡山大学・柏野博正先生,愛 知県がんセンター・官石成一先

生 ・佐藤秩子先生に心より感謝する。
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